
徳島文理大学は今年１月に、薬学部の新

棟「24号館」を完成させた。21号館を利用

していた薬学部は６年制の実施を受け、手

狭になったこともあり、教育・研究設備を

一部、新棟へ移し利用してい

る。

地上11階建て、総床面積は

約7400㎡。５階までが教

育施設で、それ以上の階

が研究施設になっている

格好だ。２、３階には

220人の座席を確保する

講義室が４室。４階に

「情報処理センター」が

ありＣＢＴに備える。そ

の上階の５階には模擬薬

局が配備されている。

６階から上は研究施設

が主。６階には質量分析

計やＮＭＲ、単結晶Ｘ線

構造解析装置を設備する化学系の機器分析セ

ンター、７階には生物系の機器センターが配

置されている。７階にはバイオハザード制御

施設Ｐ１～３レベルの各実験室も完備し、研

究環境を充実させた。なお８、９階には各研

究室、10階には放射センターと関連研究室、

11階に動物飼育室が配置されている。
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徳島文理大学薬学部

６階の機器分析センターにあるＮＭＲ。研究
の充実を図る
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正面が新設した24号館。左側のレンガ色の建物は21号館の薬学
部棟。右手前は実習棟で、その後ろが同時に竣工したメディア
センターでＩＴの推進拠点となる


